
令和３年度 滋賀県人権に関する県民意識調査報告書 令和４年（2022年）３月より一部抜粋 

人権についての考え方 

 

●「人権が尊重される」ということについて 

 

 

 

 

図 「人権が尊重される」ということについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人権が尊重される」ということについてたずねたところ、「差別されない、平等である」と答えた人の割合

が 72.6％で最も高くなっている。次いで「個人として尊重される」（58.1％）、「健康で文化的な最低

限度の生活を送ることができる」（49.3％）の順となっている。 

質問形式（今回・前回：３つまで選択、前々回：いくつでも選択可）を変更しているため単純比

較はできないが、過去の調査と比較しても同様の傾向を示している。 

 

令和３年度(N=1,560) 平成28年度(N=1,575) 平成23年度(N=3,111)
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国家などの権力から干渉されず、

自由に生活できる

差別されない、平等である

個人として尊重される

個人の持つ可能性を発揮する機会が

認められる

多様な価値観が認められる

健康で文化的な最低限度の生活を

送ることができる

その他

無回答

問１ 「人権が尊重される」ということはどういうことだと思いますか。あなたが特に大切だと思うことを３

つまで選んで○をつけてください。 



令和３年度 滋賀県人権に関する県民意識調査報告書 令和４年（2022年）３月より一部抜粋 

人権の個別分野ごとの課題 

 

●子どもの人権について 

 

 

 

 

図 子どもの人権について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの人権についてたずねたところ、「仲間はずれや無視、悪口や暴力などのいじめがあること」と答え

た人の割合が 64.7％で最も高く、次いで「親（保護者）が子どもに暴力をふるったり、育児放棄などの

虐待をすること」が 61.0％、「家庭の経済的事情により、子どもの教育環境に格差が生じていること」

（40.6％）の順となっている。前回の調査結果と比べると、上位 3 項目の順位は同じ結果となっている。 

 

問７ 子どもに関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか。以下の中から３

つまで選んで○をつけてください。 
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仲間はずれや無視、悪口や暴力などの

いじめがあること

親（保護者）が子どもに暴力をふるったり、

育児放棄などの虐待をすること

学校や就職の選択などについて、大人が

子どもの意見を無視すること

教師による体罰や言葉の暴力があること

成績や学歴だけで子どもを判断すること

暴力や性など子どもにとって有害な情報が

氾濫していること

親（保護者）が子どものプライバシーを

尊重しないこと

家庭の経済的事情により、子どもの教育環境に

格差が生じていること

大人に代わって家族等の介護や世話を行っていること

で、学校生活や自らの成長等に影響を受けること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

令和３年度(N=1,560) 平成28年度(N=1,575)
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●外国人の人権について 

 

 

 

 

図 外国人の人権について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

外国人の人権についてたずねたところ、「外国人の生活習慣や文化への理解や認識が十分でないこ

と」と答えた人の割合が 52.9％で最も高く、次いで「就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におか

れていること」（38.8％）、「情報を外国人にわかりやすく伝えるための配慮が足りないこと」（34.5％）

の順となっている。前回の調査結果と比べると、「就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におかれ

ていること」と答えた人の割合が高くなっている。 

 

 

問 10(1) 外国人に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか。以下

の中から３つまで選んで○をつけてください。 
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外国人の生活習慣や文化への理解や認識が

十分でないこと

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件に

おかれていること

地域社会において交流する機会が少ないこと

外国人の子どもに対して、その子に応じた

十分な教育が行われていないこと

情報を外国人にわかりやすく伝えるための

配慮が足りないこと

宿泊施設、店舗等への入店や施設の利用を

拒否されること

アパート等への入居を拒否されること

結婚について周囲の反対を受けること

ヘイトスピーチが行われること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

令和３年度(N=1,560) 平成28年度(N=1,575)
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●LGBT等の人権について 

 

 

 

図 ＬＧＢＴ等の人権について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成 28 年度は質問文を「性同一性障害者・同性愛者に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか」としていたが、同一の趣旨ではあるも

のの令和３年度は質問文を変更した。 

※２ 平成 28 年度は選択肢の文章を「性同一性障害者・同性愛者等に関する理解や認識が十分でないこと」としていたが、同一の趣旨ではあるものの令和３年度

は「様々な性のあり方に関する理解や認識が十分でないこと」と変更した。 
 

LGBT 等の人権についてたずねたところ、「様々な性のあり方に関する理解や認識が十分でないこと」と答えた人の割合が

62.9％で最も高く、次いで「差別的な言動をされること」（37.4％）、「本人の了解を得ず、その人の性的指向や性自認

を第三者に明らかにする行為(アウティング)が行われること」（30.8％）の順となっている。 

前回の調査結果と比べると、上位 2 項目の順位は同じ結果となっている。 

問 15 ＬＧＢＴなどに関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか。以

下の中から３つまで選んで○をつけてください。※１ 
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様々な性のあり方に関する理解や認識が

十分でないこと※２

職場、学校等で嫌がらせやいじめが

行われること

就職・職場で不利な扱いをされること

差別的な言動をされること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

宿泊施設、店舗等への入店や施設の利用を

拒否されること

アパート等への入居を拒否されること

本人の了解を得ず、その人の性的指向や

性自認を第三者に明らかにする行為

（アウティング）が行われること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

令和３年度(N=1,560) 平成28年度(N=1,575)


